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ら来る製品の品質低下を防く･ために公布された｡

(d) 外国からの種苗輸入とともにパイン萎凋

病の増加 ,工場乱立による製品の乱売および缶詰

価格の急落による工場経営の困難を救い ,台湾の

パイン産業を安定するために ,総督府は島内81工

場の合同を指導 し,全島一体の台湾合同パイン株

式会社を設立した｡

(e) 工場統合は計画生産 ,製晶の販売統制に

好結果をもたらしたが ,一方台湾中部における新

しいパイソ栽培地帯の出現 (や 冷ゝ涼のため/くイ

ソ萎凋病の発生が少ない)早 ,筆者によるパイン

萎凋病の原因の発見 (1934)および密植提唱 (19

36)は ,スムース ･カイエソ種を主体とするパイ

ソ缶詰業の将来に大きい光明を与えるに至った｡

(∫) 筆者は昭和11年に-ワイに出張してパイ

ン試験場の必要性を痛感し,上司に対して予算を

要求したが ,これが台湾合同パイン会社の建設費

20万円および試験地50haの寄附を前提として通過

し,台湾総督府鳳山熱帯園芸試験支所として発足

した (1937)｡この試験場は終戦後台湾パイン栽

培研究の中心となり,潜しい功績をあげた｡

(ど) 終戦後台湾合同′くイソ会社は台湾省常の

台湾鳳梨股紛公司となり,100万ケース生産計画

をたてるために ,工場方面の指導者として中村徳

松 (1951)杏 ,栽培方面指導者として筆者 (195

2) を招碑したが ,筆者は復興の条件として ,秦

凋病防除のための/くイソコナカイガラムシの一斉

駆除 ,優良系統の選抜 ,整一大苗の密植 ,等高線

植および敷革の励行を提唱 した｡

(A) 台湾糖業公司 (中華民国々営)は中米合

作の段復会の命により東部台湾に/くイソ産業を起

そうとし筆者を招碑した (1957,1958)｡筆者は

東部台湾を西部のパイン萎凋病から隔離,大苗密

櫓 ,敷革励行 ,東部パイン試験場の設置 ,河川敷

也 (荒蕪蝿)の利用を指導したが ,その後東部台

湾の/くイソ産業は異常な発展を示 した｡

(i) 台湾の/くイソ産業上 ,今一つ見逃せない

ことは台湾南部にある台湾鳳梨公司経営老埠農場

(植付面積700haの成功で , ここでは 日本時代

3回収穫5年 1更新で40tの収穫量であったが ,

優良系統の選抜栽椿 ,パイン萎凋病の予防 ,敷革

に加えて トラクタ･一による深耕を行ない ,画期的

な成功をおさめた｡

(j) 筆者は終戦後の台湾において再び/くイソ

工場が乱立し,生産と消費の不均衡から,原料の

争奪とその結果起る缶詰品薯の低下を憂え ,消化

原料の30-40%を生産する自営農場の設置を勧告

したが ,政府はこれをパイン工場設置の基礎条件

として法制化 (同時に工場設立基 準 を 作った)

し,また別に原料買収配給組織を作 り原料問題解

決に努力した｡

要するに台湾のパイン産業は-ワイと異なり,

政府の適当な指導奨励によって発展 し,政府の施

策によって原料生産農家と消費工場間の調整が行

われたことと,政府の低賃金政策による缶詰生産

費の低廉が今日の発展を来した大きな原因という

ことができる｡

かって日本時代には在来種とスムース ･カイエ

ソ種の2本建とし,単位面積当り収穫量もha当り

5年 3回収穫で40-50tであったが ,現在ではス

ムースカイエソ種 1本建となり,70.-100tの収

穫量に増加した｡ 施 肥 量は 1本当り毎年窒素8

g,燐酸2g加里8-10gを基本とし,硫安 ,尿素 ,

過燐酸石灰 ,燐酸アンモニア,塩化加里 ,硫酸加

里などの肥料が使用されている｡

(香山大学農学部 渡辺 正一)

子 ど も の し つ け
- 基 本 的 生 活 習 慣 に つ い て -

｢しつけ｣とは ｢仕付｣であるといわれていま

す｡一定の折目をつけるために糸で縫いつけてお

いて,そこにきちんと折目がつくようにすること

(5)

を意味する裁縫のことばからきたもので ,古い用

い方では着物の ｢仕付｣のように一定の型の中-

自然に導入し,その中に入ることに上って ,一つ



の望ましい行動様式が身につ くようにしていくこ

とが ,しつけであると考えられています｡このよ

うな観点から家庭教育で考えるべき問題は ,乳幼

児期における基本的生活習慣の問題です｡基本的

生活習慣とは ,日常生活の最も基本的な習慣のこ

とで ,食事 ,睡眠 ,排推 ,着衣 ,清索の五つをこ

う呼んでいます｡これらの習慣を乳幼児に身につ

けさせることの意義は ,一つは社会からの要求と

いうことです｡子どもは孤立した 存 在ではなく

て ,一定の型の文化をもった社会の中に生まれ ,

この社会の中で成長 し,そしてこの初二会の中に生

活する社会人となっていくものだからです｡それ

故に ,子どもは成長の過程においてこの社会の文

化に適応するような生活のしかたを身につけてい

かなければなりません｡もう一つには ,チビも自

身の人格の発達や健康のためにも必要です｡ した

がって ,この基本的生活習慣は子どもの成長の過

程においてぜひ習得 しなければならない重要な課

題だといえます｡

l習慣 形 成 の意 庄

｢反復させる｣

習慣は毎日々々,その度毎に ,同じことをくり

かえすことによってできるものです｡そ の た め

に ,は じめは家庭の著が模範を示 し,手をとって

教えてや り,習慣づくまでは例外をつくることは

禁物です｡

｢意欲をもりあげる｣

習慣が身につくためには ,子どもの気符を大切

にしなければなりません｡喜んで ,気持よく,進

んでやるような雰囲気をつ くってやることが習慣

形成の上で大切なことです｡

｢習慣をつける時期｣

習慣をつけるにはどのような時 ,どの年令にこ

れをつけるかという時期の問題 が 重 要になりま

す｡一般に早ければ早いほどいゝという誤った考

え方がありますが ,これは千どもの人格形成の上

にも好ましくない影響を与えますので注意しなけ

ればなりません｡習慣をつけるには ,つけようと

する行動が十分に成熟するのを待って行 うと容易

に身についていきます｡また ,習慣づけの時期は

この成熟による適当な時期を外すとつけにくゝな

りますので注意が必要てす｡例-ば ,食事の時 ,

(6 )

子どもが自分でスプーンをもって食べようと,自

分で食べることに興味をもったときは ,この機会

をのがさずに ,まずさせてみることです｡最初は

こぼしたり,時間がかゝったりしますので ,周観

の者は ,つい手助けをしたが りますが ,子どもの

大事な自立-の機会をとりあげてはいけません｡

この時に周囲の者が食べさせてばかりいると依衝

心のつよい子どもになってしまいます｡こうして

成熟をまって習慣をつけるには ,それぞれの習慣

をいつしつけるかという標準を知らなければなり

ません｡ (後の表を参照して下さい)

l基 本 的生 活 習 慣 ¢+しつ け

(1)食事の しつ け

｢規則正しい食事｣

食事を規則正しくすることは ,乳児期から心が

けねばなりません｡子どもの健康状態や生活のリ

ズムに合わせて規則正しく食事をする習慣をつけ

ることが必要で ,食事の時間も30分位が適当で ,

遊ばせながら食べさせたり,子どもの後を追って

食べさせるような態度はさけたいものですo

｢自分で食べる｣

食事を自分で食べるということは ,子どもに与

えられた大事な課題です｡今まで食べさせて貰っ

ていた子どもが ,1才すぎると,自分で食べたが

るようになります｡先にものべましたように ,こ

の時期には ,ロにいれるよりもこぼしたりするの

が多いのですが ,このために自分で食事したいと

いう意欲をとりあげてはなりません｡ 1才3カ月

～2才近 くなるまでに ,スプ-./で片手に茶碗を

もちながら自分で食事ができるようになりますo

｢偏食をしない｣

子どもの発達上 ,偏食の起 りやすい時期は離乳

期と反抗期があげられます｡思うように食べない

からといって ,子どもの好むものばかり与えてい

ると偏食の習慣をつけてしまいます｡調理を工夫

したり,食欲のよいときをみはからって少量から

ならしていくようにします｡

｢食事をする時の態度｣

ことばがいよるようになると,食事前後の挨拶

かいえるようにします｡このことは強制的にさせ

るのでなく,周囲の者が正しい態度を示すことに



よって子どもは自然に学びとっていきます｡また

旭の人たちといっしょに食事をする時の態度につ

いても,静かに食べる,口の中に食物がない時話

をするなど,一応 4--5才までにはきちんとした

態が度とれるように計画します｡

(2)排 雅の しつけ

排他のしつけは ,子どもの神経が肝門や膜状ま

で伸びてきて ,肝門や勝脱をある程度 ,自分の思

いどおりに働かせて ,排便や排尿ができるように

なってからはじめます｡この子どもの発達状態を

無視して排他のしつけをしてもあまりうまくいき

ません｡では何力月ごろから排雅のしつけを始め

るのがよいかについて ,第 1蓑をごらん下さい｡

日本では極端なものは 2カ月からは じまって ,大

部分が乳児の頃に訓練を始めたほうがよいとして

います｡アメリカでは ,子どもの理解力 ,運動機

能が十分発達してから訓練 しても遅 くないと考え

られています｡

第1表 排池訓練を始める理想の時期
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｢排便のしつけ｣

生後8-9カ月からはじめたほうが適当だとい

われています｡毎日,決 った人 が ,決った時間

に ,決った場所で ,排便させるように習慣づける

ことが重要で ,叱った り,無理 じいしたりは禁物

です｡ このようにすれば 1才半頃になると排便の

前に知らせることができるようになり,4才半に

なれば紙を使っての始末ができ完自全に立できる

ようになります｡

｢排尿のしつけ｣

生後10カ月ごろが出発点です｡そのしつけの第

一段階は ,子どもの様子を観察して排尿の間隔を

知ることが必要です｡排便の場合と同様 ,一定の

条件のもとに習慣づけていきます｡1才半になる

と事前に知らせることができるようになり,3才

半になると完全にひとりでできるようになります

(3)着衣の しつ け

1才半頃になると,ひとりで洋服をぬごうとし

た り,靴をはこうとして努力する様子がみられま

す｡このような態度が現われる時が習慣づけのい

機ゝ会ですから子どもに ,ひとりでやろうとする

意欲を持たせながら,練習させるように導いてい

きます｡この時期は ,動作もぎこちなく,時間も

かゝるので ,つい周囲から手助けをしがちですが

,練習しなければ上達 しせまんので ,前あきの着

やすい型の洋服を着せるなど心がけることが大事

です｡

(4)清潔の しつ け

清潔のしつけの中で ,最初に子ども自身ででき

るようになるのは2才ごろの手洗いからです｡そ

れ以前の時期は ,食事の前に手をふいてやる,朝

起きたら顔をきれいにしてやる清潔な衣服やおむ

つを使用させて ,清潔であることを気拝がいゝと

感ずる習慣をつけておくことが大事です｡最後に

個々の習慣が何才ごろに自立するか ,その標準を

まとめて表にしておきます｡

第2表 基本的生活習慣の自立標準 (山下)

年 令】食事

ズヲニラ
の健闘茶
わんをも
って飲む

スプーン
と 茶わんを両手に使う食事の挨拶著の使
開大体こ
ぼさぬ

睡 眠 l排 肥 I 着 衣 l情 常

排 便 を
知 らせ る

使者を予告

夜のおむ
つ 不 安

ひとりで脱
ごうとする

靴をはく

く 健かむ

(宣保 美恵子)
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